
１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

1.　必要な支援が行われていることを確認できる指標であるため。
    　（なお、支援が必要な市町村への補助をする事業であり、前年度と状況を比較して改善や悪化の評価をすることが馴染まない事業）

1.　東日本大震災及び大規模災害により被災し、就学困難となった児童生徒に対する就学支援事業を実施した県内2市に対し、その経費を
助成した。

今後、事業をど
のようにしていき

たいか

課題等 今後の方向性

　被災者の生活再建は未だ途上にあり、経済的な困窮により就学困
難な状況にある児童生徒に対しては、必要な支援を継続する必要が
ある。

　引き続き、被災し就学困難と認められる児童生徒に必要な就学支援
を実施する市町村（学校組合）に対しては、必要な経費を助成してい
く。

主な取組

✔　被災した児童生徒への支援
・東日本大震災や大規模災害により被災し、経済的理由から就学困難となった児童生徒に対して、市町村（学校組合）が必要な就学支援事
業を実施する場合にその経費を助成。
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【実施内容】

　東日本大震災や大規模災害により被災し、経済的理由から就学困難となった児童生徒に対して、市町村（学校組合）が必要な就学支援事
業を実施する場合にその経費を助成する。
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教育委員会事務局 課・室

【現状】

　東日本大震災及び大規模災害により被災し、就学が困難となった児童生徒の教育機会の確保を図るため、市町村（学校組合）が行う就学
支援事業に要する経費への支援が必要となっている。

【目指す姿】

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

～ E-mail gimukyo@pref.nagano.lg.jp

義務教育課
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　就学支援事業を行う市町村（学校組合）を支援することにより、児童生徒の教育機会の確保に資する。
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事　業　名 課・室 義務教育課

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

1

細事業
No.

補助金1
被災児童生徒就学支援事業
費

　東日本大震災及び大規模災害により被災し、就学困難となった児童生徒に就学支
援事業を実施した市町村（学校組合）に対して、その経費を助成した。

細事業名

被災児童生徒就学支援事業費

被災児童生徒就学支援事業費 部局 教育委員会事務局

R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

16,430 13,263 386
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